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初期整備区間

川崎市（第１種鉄道事業者）

16.7km

16.8km

11駅

設計最高速度 90km/h

軌間 1,067mm

走行方式 粘着駆動による電車方式

車両 車両長20m、1両当たりの定員先頭車136人、中間車145人

車内信号閉塞方式／ATC自動列車制御装置／
ATO自動列車運転装置／CTC列車集中制御装置　など

190千人／日（乗車人員）

列車種別 急行、普通（ワンマン運転）

所要時分 急行 約16分、普通 約26分

1時間当り
運行本数

朝方ﾗｯｼｭ時 　15本
日中閑散時 　 6本
夕方ﾗｯｼｭ時 　10本

終日運行本数 平日150本、休日129本

編成車両数 6両編成

必要車両数 90両（6両×15編成）

4,336億円

小田急多摩線 小田急多摩線との相互直通運転を前提とする

京急大師線 京急大師線との相互直通運転を前提とする（全線整備時）

Ⅰ　計画概要

路線計画

事業費

信号保安装置

相
互
直
通
運
転

事業主体

営業キロ

建設キロ

駅

規
　
格

輸送需要

運
　
転

多摩線多摩線 ２期整備区間

川　崎

新

百

合

ヶ

丘

宮

前

平

武

蔵

小

杉

（小田原線乗換） （田園都市線乗換） （東横線・目黒線乗換）

(ＪＲ南武線・横須賀線乗換)

（JR線・京急本線乗換）

初　期 ２　期
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Ⅱ 整備計画 

 

１ 輸送需要 

（1） 需要予測の考え方 

   ４段階推定法で需要予測を行った。 

 

（2） 需要予測の流れ 

   需要予測（４段階推定法）のフロー図を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーンの区分 

人口フレーム 

の設定 

分布交通量 

の予測 

交通機関分担 

交通量の予測 

鉄道経路配分 

交通量の予測 

全目的・終日 

需要予測の結果 

川崎市域内：216ゾーン 

平成 17年国勢調査 

都道府県別将来人口推計 

（平成19年 5月推計 国立社会保障・人口問題研究所） 

将来人口推計調査 

（平成19年 5月推計 川崎市総合企画局） 

通勤・通学：平成17年国勢調査 

私事・業務：平成10年パーソントリップ調査 

通勤・通学：平成17年国勢調査 

私事・業務：平成10年パーソントリップ調査 

交通機関選択モデル 

（平成10年パーソントリップ調査データからモデル構築）

駅アクセス交通手段選択モデル 

（平成10年パーソントリップ調査データからモデル構築）

鉄道経路選択モデル 

（平成17年大都市交通センサスデータからモデル構築） 

第 1段階 

第 2段階 

第 3段階 

第 4段階 

発生集中交通量 

の予測 
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（3） 需要予測結果 

需要予測値は以下のとおり。 

 

乗車人員（H32：終日） 

 
乗車人員 

（千人／日） 

新百合ケ丘 51.9

長    沢 6.4

医 大 前     5.8

蔵    敷 7.6

犬    蔵 5.9

宮 前 平     27.3

野    川 5.7

久    末 10.0

子 母 口 7.7

等々力緑地 4.6

武蔵小杉 57.5

合  計 190.4

                    

 

 

 

 

 

 

 

乗車人員（初期開業）
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２ 運行計画 

（1） 運行計画の考え方 

・新たに算出された需要予測値を基に、運行計画を設定する。 

   ・急行運転を実施する。 

   ・６両編成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 運行概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 輸送力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新百合ヶ丘～武蔵小杉 

営業キロ 16.7km 

表定速度  
普通：約38㎞／ｈ 

急行：約63㎞／ｈ 

ﾗｯｼｭ時運転間隔 4分 00秒 

所要時間     

 

ﾗｯｼｭ時: 普通約 26分（急行待避） 

普通約24分 

急行約 16分 

編成両数 6両／編成 

保有列車数 15編成 

 ラッシュ１時間 終日片方向 

区間 新百合ヶ丘～武蔵小杉 

最混雑区間 子母口～等々力緑地 

車両定員 先頭 136人、中間145人 

車両編成数 6両 

運転回数 15回 150 回 

輸送力 13千人 128 千人 

輸送量 16千人 59千人 

乗車率 125％ 46％ 

ラッシュ集中率 27％ － 

駅　　　　名

新
百
合
ヶ

丘

長
　
　
　
沢

医
　
大
　
前

蔵
　
　
　
敷

犬
　
　
　
蔵

宮
　
前
　
平

野
　
　
　
川

久
　
　
　
末

子
　
母
　
口

等
々
力
緑
地

武
蔵
小
杉

到達時分(表定速度※）

キロ程　(km) 0.0 2.7 4.1 5.1 6.7 8.3 9.9 12.0 13.3 15.2 16.7 最高速度=90km/h

初期開業 緩行 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 約26分(約38km/h)急行待避

約24分(約42km/h)

急行 ● ● ● 約16分(約63km/h)

(所要時間 約16分）

(所要時間 約24分　急行待避時約26分）

※表定速度＝運転区間の距離÷運転時間(走行時間＋停車時分) 
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３ 建設計画 

（1） 建設基準 

    建設基準は鉄道に関する技術上の基準を定める省令 第 3条 1項の規定を基本に、

速達性を考慮し設定した。 

 

項 目 技術基準 備 考 

軌  間 1,067mm  

最高速度 90km/h 急行運転 

本線 250m  
最小曲線半径 

側線 160m  

緩和曲線 クロソイド曲線  

最大カント 105mm  

カント不足量 60mm  

スラック R＜200m   5mm  

本線 35‰  

側線 45‰  最急勾配 

停車場 5‰  

縦 曲 線 
2,000m 以上 

R≦600m 3,000m 以上 
 

軌道中心間隔 3.28m 以上  

車 両 長 20m  

長さ 121m 20m 車×6両＋1m 

離れ 1,460mm  

ホーム 高さ 1,100mm  

 幅員 

・両面使用の場合 

中央部3m以上、端部2m以上 

・片面使用の場合 

中央部2m以上、端部1.5m 以上 

可動式ホーム柵を 

設置 

本線 10番以上  
分岐器 

側線 8番以上  

軌  道 50kgN ﾚｰﾙ  

電気方式 直流 1,500V 架空線方式  

運転保安方式 
自動列車制御装置（ATC） 

列車集中制御装置（CTC） 
 

運行方式 
ワンマン運転 

自動列車運転装置（ATO） 
 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
配
線
略
図
は
、
国
、
鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
に
よ
り
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
駅
名
は
全
て
仮
称
で
す
。
 

2,690 ｍ

1,440 ｍ 990 ｍ 1,590 ｍ 1,570 ｍ 1,640 ｍ 2,080 ｍ 1,280 ｍ 1,890 ｍ

小田急小田原線

小田原方

急行追越し駅
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三
京
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路
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路

唐木田方

1,540 ｍ
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南
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東
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東

横

線

J

R

武
蔵

野

南

線
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 標 準 図 

トンネル部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                          
単線シールド        複線シールド  

駅部 

 
 （断面図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （縦断図）  

〈単線シールド・島式駅での標準図〉 
 

 
 
 
 （ホーム階平面図） 
       〈単線シールド・島式駅での標準図〉 
 

 
 

 

9.65ｍ 

6.5ｍ 

約 18ｍ

〈島式〉 

上下エスカレーター

上下エスカレーター

エレベーター

上りエスカレーター・階段 

上りエスカレーター・階段

エレベーター

可動式ホーム柵 
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（2） 線形計画 

  ①平面線形 

   ルートは用地費縮減及び用地取得の困難性を考慮し、既存道路及び都市計画道路下

を極力活用する。 

   民地下通過の場合は中高層建物を極力回避する。 

  ②縦断線形 

   市街化が進んでおり、地上式では用地取得が極めて困難と推測されることと、環境

への影響を考慮して既設線への乗り入れ部分を除き全線地下式とし、道路の地下埋設

物を避け、可能な限り利用者が利用しやすい浅い位置に駅を計画する。 

   道路幅員の狭い区間を通過する場合は、民地下通過を極力避けるため、可能な限り

単線トンネルを上下式とする。 

 

（3） 構造計画 

   各駅の構造及びトンネルの構造は、小田急多摩線との相互直通運転を前提に、急行

運転を考慮する。 

駅及びトンネルの断面は、極力構築規模を縮小したものとする。 

              

（4） 駅計画 

   各駅には、エレベーター、上下エスカレーター、可動式ホーム柵を設置する。（新百

合ヶ丘駅を除く） 

 

駅 名 構 造 ホーム形式 備 考 

新百合ヶ丘 地上 島式 小田急線既設駅の利用を想定 

長 沢 
地上１層 

地下４層 
島式  

医大前 地下３層 島式  

蔵 敷 地下３層 島式  

犬 蔵 地下２層 島式  

宮前平 地下３層 島式（上下） 急行追越し駅 

野 川 地下３層 上下式  

久 末 地下３層 島式  

子母口 地下３層 島式  

等々力緑地 地下４層 島式  

武蔵小杉 地下３層 島式  
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（5） 車両基地計画 

   車両基地は、小田急多摩線との相互直通運転を前提に、唐木田車庫

の一部を使用することで計画する。 

 

 

（6） 建設費 

                       （平成 19 年度単価） 

項  目 金額(億円) 備   考 

用地費 218  

工事費 3,229  

車両費 109  

工事付帯費 347 工事管理に関る費用、調査設計費 

計 3,903  

総係費 119 人件費、事務経費等 

消費税等 314 建設利息を含む 

合   計 4,336  

１建設キロ当たり 約 258 建設キロ（ 16.8 ｋｍ） 
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４ 要員計画 

要員計画の考え方 

   ・車両保守業務は委託として計画する。 

・駅務員として嘱託職員を採用する。 

 

 

 
要員数（人） 備考 

現 業 165 
現業とは、直接地下鉄事業

を運営する部門をいう 

非現業 43 
非現業とは、間接業務部門

（本局）をいう 
職員 

計 208  

現 業 44 
駅務員の一部に嘱託職員を

配置する 嘱託 

職員 
計 44  

合 計 252  
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５ 収支計画 

（1） 収支計画の考え方 

新たに算出された事業費を基に、以下の前提条件から収支採算性を検討した。 

 

（2） 収支結果 

前 提 条 件 

事業費 4,336億円 

開業時期 平成32年度末 

需要予測 190千人／日 

運賃体系 横浜市交通局実績 

改定率 
0.00％ 

（運賃改定は見込まない） 運賃 

初乗運賃 
200円 

（H32） 

運輸雑収入 4.0％ 

受取利息利率 0.06％ 

職員 208人 
職員数 

嘱託 44人 

職員 
8,719千円／年 

（仙台市H19実績を補正） 
人件費単価 

嘱託 
3,317千円／年 

（川崎市交通局H19実績を補正） 

人件費上昇率 0.00％ 

運輸費 42,883千円／駅 

運転費 342.05千円／運転要員 

線路保存費 89.28円／車両キロ 

電路保存費 72.75円／車両キロ 

車両保存費 56.71円／車両キロ（委託） 

動力費 25.13円／車両キロ 

経費原単位 

管理費 34,713千円／駅 

 仙台市H19実績を用いて設定 

物件費 
0.00％／年  

（H9～19消費者物価指数平均上昇率を勘案） 

工事費 
0.15％／年  

（H9～19公共工事デフレータ平均上昇率） 
経費上昇率 

用地費 横這い 

政府債 
 

（採用せず） 
起債利率 

民間債 
2.10％ 

（H10～19長期プライムレート平均を勘案） 

一時借入金利率 
2.01％ 

（H10～19長期プライムレート平均） 
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資 金 計 画 

 総事業費 4,336億円 

出資金  876億円 

補助金 2,155億円 

国庫補助 1,021億円  

地方補助 1,134億円 

 

企業債 1,305億円 

 

 

 総事業費 4,336億円の内訳   

一般会計負担額 

出資金 補助金 
国庫補助金 企業債 

876億円 1,134億円 

2,010億円 
1,021億円 1,305億円 

（46.4％） （23.5％） （30.1％） 

 

 

収 支 結 果 

 

 

 

 

 

 

 

損益収支 累積欠損解消年 平成55年（23年目） 

資金収支 累積資金不足解消年 平成63年（31年目） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎縦貫高速鉄道線 路線計画図 

※駅名は全て仮称であり、２期整備区間のルートは想定 
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